
個
別
報
告
要
旨
（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
七
日
）

資　

料
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⑴
　
第
一
部
会

ア
　「
日
本
的
契
約
慣
行
の
研
究

─
申
込
み
・
承
諾
に
よ
ら
な
い
契
約
成
立
の
認
定
手
法
が
も
た
ら
す
特
異
性
」

一
橋
大
学
教
授
　
　
小
　
林
　
一
　
郎

　

我
が
国
の
裁
判
実
務
で
は
、
契
約
の
成
立
が
争
わ
れ
る
場
面
で
申
込
み
と
承
諾
の
枠
組
み
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
交
渉
が
十
分
に
成
熟
し
た
か
ど
う
か
を
契
約
成
立

の
判
断
要
素
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
う
し
た
我
が
国
特
有
の
契
約
成
立
認
定
手
法
は
、
不
確
実
な
事
柄
に
つ
い
て
契
約
の
成
立
や
契
約
条
件
の
確
定
を
先
送
り
す
る
我
が
国
特

有
の
契
約
慣
行
の
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
き
た
。
我
が
国
特
有
の
曖
昧
さ
を
許
容
す
る
契
約
慣
行
を
定
着
さ
せ
、
結
果
と
し
て
契
約
法
の
国
際
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら

の
乖
離
を
招
い
て
き
た
。

　

本
報
告
は
、
以
上
の
よ
う
な
仮
説
を
提
起
し
た
上
で
、
日
本
的
な
契
約
慣
行
の
特
質
が
現
れ
や
す
い
取
引
類
型
と
し
て
、
⑴
契
約
書
式
を
活
用
し
た
定
型
的
取
引
、
⑵
先
の
見

通
し
の
立
ち
に
く
い
長
期
継
続
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
及
び
⑶
洗
練
さ
れ
た
当
事
者
に
よ
っ
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
取
引
の
三
類
型
を
取
り
上
げ
、
我
が
国
特
有
の
契
約
成
立
の
認
定

手
法
が
契
約
慣
行
の
形
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
か
を
検
証
し
て
い
く
。

　

我
が
国
の
契
約
法
の
活
動
領
域
は
、
欧
米
の
そ
れ
と
比
較
し
て
狭
い
。
欧
米
流
の
契
約
成
立
認
定
手
法
で
あ
れ
ば
、
当
事
者
の
個
々
の
言
動
の
中
か
ら
申
込
み
・
承
諾
に
相
当

す
る
も
の
を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
を
黙
示
的
に
解
釈
し
な
が
ら
合
理
的
な
当
事
者
の
あ
り
姿
を
規
範
と
し
て
昇
華
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
が
用
意
し
た
契
約
書
式
は

申
込
み
の
一
部
と
し
て
契
約
に
組
み
入
れ
ら
れ
や
す
い
。
こ
れ
に
対
し
、
我
が
国
の
裁
判
所
は
、
交
渉
の
成
熟
度
を
重
視
す
る
結
果
、
交
渉
で
練
り
上
げ
き
れ
な
か
っ
た
事
柄
に

つ
い
て
契
約
の
趣
旨
に
立
ち
返
っ
た
解
釈
を
回
避
す
る
傾
向
が
あ
る
。
我
が
国
の
裁
判
所
は
、
契
約
の
拘
束
力
を
制
限
す
る
こ
と
で
当
事
者
の
保
護
を
は
か
る
こ
と
に
は
意
欲
を

示
す
が
、
逆
に
、
契
約
の
拘
束
力
を
与
え
る
こ
と
を
通
じ
て
当
事
者
を
保
護
す
る
こ
と
に
は
関
心
が
薄
い
。
申
込
者
の
申
込
み
に
対
す
る
被
申
込
者
の
信
頼
の
保
護
の
問
題
は
、

契
約
が
不
成
立
と
な
っ
た
場
合
の
契
約
交
渉
不
当
破
棄
の
問
題
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
、
承
諾
者
が
申
込
み
に
対
し
て
抱
く
期
待
や
信
頼
を
黙
示
の
規
範
を
活
用
し
て
契
約
の
中
で

保
護
し
て
い
こ
う
と
す
る
発
想
は
生
ま
れ
に
く
い
。

　

こ
う
し
た
我
が
国
の
裁
判
規
範
の
傾
向
は
、
長
期
継
続
型
取
引
に
お
け
る
企
業
の
契
約
リ
ス
ク
管
理
の
あ
り
方
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
け
る
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ォ
ー
ル
型
の
多
段
階
契
約
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
開
発
に
は
不
確
定
要
素
が
大
き
く
、
明
確
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
し
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
契
約
は
小
さ
く

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
。
ベ
ン
ダ
ー
に
は
シ
ス
テ
ム
完
成
義
務
を
負
わ
せ
ず
、
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
開
発
過
程
の
言
動
か
ら
責
任
の
所
在
を
割
り
出
せ
ば
よ
い
と
す
る
。
こ

の
よ
う
な
思
考
パ
タ
ー
ン
が
長
期
継
続
型
取
引
の
実
務
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
我
が
国
特
有
の
契
約
成
立
認
定
手
法
は
、「
関
係
的
」
な
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た

日
本
的
契
約
慣
行
を
、
国
際
的
に
も
特
異
な
制
度
と
し
て
定
着
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

参
考
文
献

拙
稿
「
日
本
的
契
約
慣
行
の
研
究

│
申
込
み
・
承
諾
に
よ
ら
な
い
契
約
成
立
の
認
定
手
法
が
も
た
ら
す
特
異
性
（
一
）
〜
（
三
・
完
）」
一
橋
法
学
二
二
巻
一
号
一
頁
、
二
号
一
八
一
頁
、
三

号
﹇
刊
行
予
定
﹈（
以
上
、
二
〇
二
三
年
）
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イ
　「
意
思
無
能
力
準
則
と
民
法
百
二
十
条
一
項
の
取
消
権
」

茨
城
大
学
講
師
　
　
福
　
田
　
智
　
子

　

平
成
二
十
九
年
民
法
改
正
に
よ
り
、
意
思
無
能
力
者
に
よ
る
法
律
行
為
の
無
効
が
明
文
化
さ
れ
た
。
民
法
三
条
の
二
は
、
法
律
行
為
の
当
事
者
が
意
思
表
示
を
し
た
時
に
意
思

能
力
を
有
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
法
律
行
為
は
無
効
と
す
る
（
意
思
無
能
力
準
則
）。
意
思
無
能
力
準
則
は
民
法
起
草
当
初
、
意
思
理
論
に
基
づ
く
絶
対
的
無
効
と
解
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
後
、
そ
の
根
拠
は
表
意
者
保
護
に
あ
る
と
さ
れ
、
現
在
で
は
相
対
的
無
効
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
意
思
無
能
力
者
に
よ
る
法
律
行
為
は
無
効
と
判
断

さ
れ
る
ま
で
有
効
で
あ
り
、
法
律
効
果
の
帰
属
に
関
す
る
決
定
権
は
本
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
制
限
行
為
能
力
者
制
度
で
あ
る
後
見
で
は
（
本
報
告
は
成
年
後

見
人
の
取
消
権
を
対
象
と
す
る
）、
事
理
弁
識
能
力
を
欠
く
常
況
に
あ
る
者
を
成
年
被
後
見
人
と
し
、
成
年
被
後
見
人
が
行
っ
た
法
律
行
為
は
本
人
の
意
思
能
力
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
本
人
又
は
そ
の
代
理
人
等
に
よ
り
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
民
法
九
条
、
百
二
十
条
一
項
）。
民
法
百
二
十
条
一
項
が
定
め
る
成
年
後
見
人
の
取
消
権

は
、
本
人
が
有
す
る
取
消
権
を
代
理
人
が
代
理
行
使
す
る
も
の
（
代
理
行
使
説
）
と
法
が
与
え
た
固
有
の
取
消
権
（
固
有
取
消
権
説
）
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
現
在
は
保
佐
人
の

同
意
権
と
の
関
係
（
取
消
権
は
同
意
権
に
内
包
さ
れ
る
）
か
ら
固
有
取
消
権
説
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
当
該
取
消
権
の
性
格
論
一
般
に
関
す
る
議
論
は
こ
れ
ま
で
実
益
が
な
い
と

さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
成
年
後
見
法
は
本
人
の
自
己
決
定
権
尊
重
と
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
理
念
と
し
、
ま
た
日
本
が
平
成
二
十
六
年
に

批
准
し
た
国
連
の
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
障
害
者
権
利
条
約
）
十
二
条
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば 

、
意
思
能
力
を
有
す
る
本
人
が
行
っ
た
法
律
行
為
を
成
年
後
見
人
が
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
根
拠
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

近
年
、
障
害
者
権
利
条
約
十
二
条
に
適
合
さ
せ
る
目
的
で
成
年
後
見
法
を
見
直
す
国
が
増
え
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
一
月
一
日
、
ド
イ
ツ
は
「
後
見
法
及
び
世
話
法
を
改
正
す

る
た
め
の
法
律
（
新
世
話
法
）」
の
施
行
に
よ
り
、
法
的
世
話
に
お
け
る
様
々
な
局
面
で
の
本
人
の
自
己
決
定
実
現
に
向
け
た
運
用
を
目
指
し
大
規
模
な
法
改
正
を
行
っ
た
。
ド
イ

ツ
民
法
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
は
行
為
無
能
力
者
が
行
っ
た
法
律
行
為
（
日
常
生
活
に
関
す
る
行
為
を
除
く
）
を
絶
対
的
無
効
と
す
る
が
（B

G
B

§ 105(1)

）、
世
話
制
度
の
下
で
は
世
話
人

が
選
任
さ
れ
て
も
同
意
留
保
命
令
の
対
象
行
為
を
除
き
、
本
人
は
有
効
な
意
思
表
示
を
独
立
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
自
己
決
定
権
の
制
限
は
な
い
）。
そ
し
て
、
世
話
人
の
同

意
な
く
同
意
留
保
命
令
の
対
象
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
当
該
法
律
行
為
は
無
効
と
な
る
。
法
的
仕
組
み
は
異
な
る
も
の
の
新
世
話
法
と
成
年
後
見
法
は
い
ず
れ
も
自
己
決
定
権
の

尊
重
を
理
念
と
す
る
。

　

本
報
告
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
新
世
話
法
は
じ
め
近
年
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
民
法
百
二
十
条
一
項
が
定
め
る
成
年
後
見
人
の
取
消
権
に
つ
い
て
意
思
無

能
力
準
則
と
の
関
係
か
ら
検
討
を
行
う
。

参
考
文
献

福
田
智
子
「
成
年
後
見
人
の
取
消
権

│
自
己
決
定
権
尊
重
の
実
現
に
向
け
」
原
田
剛
ほ
か
編
『
民
法
の
展
開
と
構
成　

小
賀
野
晶
一
先
生
古
稀
祝
賀
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成
文
堂
、
二
〇
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三
年
）
一
〇
五
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一
二
三
頁
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ウ
　「
民
法
上
の
正
当
防
衛
に
お
け
る
防
衛
者
の
責
任
の
可
能
性
」

武
蔵
野
大
学
教
授
　
　
鈴
　
木
　
清
　
貴

　

民
法
上
の
正
当
防
衛
の
規
定
で
あ
る
民
法
七
二
〇
条
一
項
が
扱
う
場
面
の
う
ち
、
本
報
告
で
検
討
を
進
め
た
い
の
は
、「
避
難
タ
イ
プ
」
あ
る
い
は
「
転
嫁
型
」
と
も
呼
ば
れ
る

「
防
衛
者
自
身
に
対
す
る
侵
害
者
の
攻
撃
を
避
け
よ
う
と
し
て
防
衛
者
が
第
三
者
（
被
害
者
）
に
損
害
を
も
た
ら
す
場
面
」
に
お
け
る
第
三
者
（
被
害
者
）
の
損
害
の
回
復
の
あ
り

方
で
あ
る
。

　

通
説
は
、
防
衛
者
が
侵
害
者
に
対
し
て
反
撃
を
し
て
損
害
を
与
え
た
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
第
三
者
（
被
害
者
）
に
損
害
を
も
た
ら
し
た
場
合
に
も
正
当
防
衛
が
成
立
し
、
防

衛
者
が
第
三
者
（
被
害
者
）
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
を
認
め
る
。
そ
し
て
第
三
者
（
被
害
者
）
は
民
法
七
二
〇
条
一
項
た
だ
し
書
に
よ
っ
て
侵
害
者
に
対
し
て
損
害
賠

償
を
請
求
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
防
衛
者
が
免
責
を
さ
れ
て
も
第
三
者
（
被
害
者
）
の
救
済
を
図
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

民
法
の
規
定
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
場
面
で
、
防
衛
者
の
責
任
を
肯
定
す
る
民
法
学
説
（
幾
代
説
）
が
あ
る
。
ま
た
、
防
衛
者
の
責
任
を
認
め
る
二
つ
の
立
法
提
案
（
不

法
行
為
法
研
究
会
に
よ
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
条
文
（
一
九
八
八
年
）、
民
法
改
正
研
究
会
に
よ
る
『
日
本
民
法
改
正
試
案
』（
仮
案
〔
平
成
二
一
年
一
月
一
日
案
〕（
二
〇
〇
九

年
））
も
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
学
説
や
立
法
提
案
に
対
す
る
民
法
学
界
か
ら
の
反
応
は
薄
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
学
説
や
立
法

提
案
に
お
い
て
防
衛
者
の
責
任
の
学
理
的
な
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

本
報
告
で
は
、
必
要
状
態
と
い
う
制
度
に
お
い
て
、
防
衛
者
の
義
務
負
担
に
よ
り
第
三
者
（
被
害
者
）
の
救
済
を
図
っ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
民
法
（
二
〇
四
五
条
）
の
分
析
を
通

じ
、
防
衛
者
の
責
任
を
検
討
す
る
た
め
の
次
の
視
点
を
得
る
。
①
イ
タ
リ
ア
民
法
で
は
、
必
要
状
態
に
置
か
れ
た
加
害
行
為
者
は
第
三
者
（
被
害
者
）
の
損
害
を
回
復
す
る
義
務

を
負
担
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
②
イ
タ
リ
ア
民
法
で
は
、
必
要
状
態
に
置
か
れ
た
加
害
行
為
者
が
負
担
す
る
義
務
の
内
容
は
補
償
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
損
害
賠

償
と
ど
こ
が
異
な
る
の
か
。
③
イ
タ
リ
ア
民
法
で
、
必
要
状
態
に
置
か
れ
た
加
害
行
為
者
に
よ
る
第
三
者
（
被
害
者
）
に
対
す
る
補
償
を
基
礎
づ
け
る
根
拠
は
「
公
平
」
な
の
か
。

④
イ
タ
リ
ア
民
法
で
は
正
当
防
衛
に
お
け
る
侵
害
者
の
責
任
は
認
め
ら
れ
る
か
。

　

日
本
で
防
衛
者
の
責
任
を
構
想
す
る
べ
き
か
、
構
想
す
る
の
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
な
る
か
、
イ
タ
リ
ア
民
法
の
分
析
を
踏
ま
え
て
論
じ
た
い
。

参
考
文
献

鈴
木
清
貴
「
民
法
上
の
正
当
防
衛
に
お
け
る
防
衛
者
の
責
任
の
可
能
性

│
イ
タ
リ
ア
民
法
を
手
が
か
り
に
」
片
山
直
也
ほ
か
編
『
池
田
眞
朗
先
生
古
稀
記
念
論
文
集　

民
法
と
金
融
法
の
新
時

代
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）
四
二
九
頁
以
下
、
同
「
民
法
上
の
正
当
防
衛
に
お
け
る
第
三
者
の
被
害
は
誰
が
賠
償
す
る
べ
き
か

│
イ
タ
リ
ア
民
法
を
手
が
か
り
に
」
武
蔵

野
法
学
一
一
号
（
一
二
三
）
二
三
六
頁
以
下
（
二
〇
一
九
年
）

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校

三
校
三
校

三
校
三
校
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⑵
　
第
二
部
会

ア
　「
会
社
の
事
業
再
生
と
取
締
役
の
行
為
規
範

─
イ
ギ
リ
ス
法
か
ら
の
示
唆
」

日
本
大
学
准
教
授
　
　
金
　
澤
　
大
　
祐

　

本
報
告
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
会
社
倒
産
時
の
取
締
役
の
義
務
に
関
す
る
制
定
法
・
判
例
法
を
素
材
と
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
会
社
倒
産
時
の
取
締
役
の
義
務
に
つ
い

て
、
会
社
の
事
業
再
生
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
会
社
の
債
務
超
過
状
態
に
お
い
て
は
、
株
主
の
利
益
を
重
視
す
る
と
投
機
的
な
行
動
に
よ
り
債
権
者
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
か
ら
、
取
締
役
は
債
権
者
の

利
益
を
保
護
す
べ
き
と
解
さ
れ
、
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
際
し
て
、
善
管
注
意
義
務
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
再
建
可
能
性
・
倒
産
処
理
等
を
検
討

す
べ
き
義
務
を
負
う
と
の
見
解
、
事
業
継
続
に
つ
い
て
経
営
判
断
原
則
の
適
用
を
認
め
る
見
解
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
再
建
型
の
法
的
倒
産
手
続
と
し
て
、

民
事
再
生
法
（
平
成
一
一
年
法
律
第
二
二
五
号
）
が
制
定
さ
れ
、
裁
判
所
外
で
の
私
的
整
理
も
活
用
さ
れ
、
会
社
の
事
業
再
生
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
例
や
学
説
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
会
社
の
債
務
超
過
状
態
に
お
け
る
取
締
役
の
義
務
が
会
社
の
事
業
再
生
に
対
応
し
て
い
る
の
か
、
と
り
わ
け
、
会
社
の
危
機
時
期
と
い
っ
て
も
、
債
務
超
過
に
陥
っ
た

直
後
、
支
払
不
能
、
法
的
倒
産
手
続
が
不
可
避
と
な
っ
た
状
況
と
で
は
、
状
況
が
大
幅
に
異
な
っ
て
お
り
、
会
社
の
経
済
的
窮
境
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、
取
締
役
に
課
さ
れ
る
べ

き
義
務
内
容
・
審
査
方
法
も
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
と
同
様
に
、
倒
産
法
の
改
正
を
行
い
、
再
建
型
の
法
的
倒
産
手
続
を
整
備
し
、
事
業
再
生
を
推
し
進
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
に

お
い
て
は
、
会
社
倒
産
時
、
取
締
役
に
対
し
て
、
不
当
取
引
と
債
権
者
利
益
考
慮
義
務
と
い
う
義
務
の
発
生
時
期
、
義
務
内
容
・
審
査
方
法
の
異
な
る
二
つ
の
義
務
が
課
さ
れ
て

い
る
。
不
当
取
引
に
お
け
る
義
務
は
、
会
社
が
倒
産
に
よ
る
清
算
ま
た
は
会
社
管
理
に
入
る
の
を
避
け
る
合
理
的
な
見
込
み
が
な
い
と
結
論
付
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
時
点
ま
で
課

さ
れ
ず
、
取
締
役
の
裁
量
は
限
定
的
と
な
り
、
事
実
上
、
清
算
ま
た
は
会
社
管
理
の
申
立
て
を
求
め
る
厳
し
い
義
務
内
容
・
審
査
方
法
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
権

者
利
益
考
慮
義
務
は
、
倒
産
状
態
ま
た
は
倒
産
状
態
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
場
合
に
課
さ
れ
、
清
算
や
会
社
管
理
の
申
立
て
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
取
締
役
に
裁
量
が
認

め
ら
れ
、
緩
や
か
な
義
務
内
容
・
審
査
方
法
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
報
告
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
不
当
取
引
と
債
権
者
利
益
考
慮
義
務
を
参
考
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
会
社
倒
産
時
の
取
締
役
の
義
務
に
つ
き
、
会
社

の
経
済
的
窮
境
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、
取
締
役
に
課
さ
れ
る
べ
き
義
務
内
容
・
審
査
方
法
を
変
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

参
考
文
献

金
澤
大
祐
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
取
締
役
の
債
権
者
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
日
本
大
学
法
科
大
学
院
法
務
研
究
一
四
号
八
五
頁
以
下
（
二
〇
一
七
年
）、
同
「
会
社
の
偏
頗
行
為

と
取
締
役
の
義
務

│
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
債
権
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
義
務
を
参
考
に
」
商
学
集
志
九
〇
巻
二
・
三
号
合
併
号
三
五
頁
以
下
（
二
〇
二
〇
年
）、
同
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
不

当
取
引
の
一
考
察

│
会
社
の
事
業
再
生
の
観
点
か
ら
」
日
本
法
学
八
八
巻
四
号
一
九
五
頁
以
下
（
二
〇
二
三
年
）

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校

三
校
三
校

三
校
三
校
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イ
　「
倒
産
局
面
に
お
け
る
取
締
役
の
責
任
リ
ス
ク
と
そ
の
軽
減
に
つ
い
て
」

中
央
学
院
大
学
専
任
講
師
　
　
木
　
村
　
健
　
登

　

本
報
告
は
、
カ
ナ
ダ
法
を
対
象
と
し
た
比
較
法
の
分
析
手
法
を
用
い
て
、
企
業
の
債
務
超
過
な
い
し
倒
産
局
面
に
お
け
る
取
締
役
の
（
債
権
者
そ
の
他
の
第
三
者
に
対
す
る
）

責
任
リ
ス
ク
を
適
切
に
軽
減
す
る
に
あ
た
り
、
新
た
に
ど
の
よ
う
な
法
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
有
用
と
考
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
令
和
元

年
改
正
会
社
法
（
令
和
元
年
法
律
第
七
〇
号
）
の
下
、
当
該
責
任
リ
ス
ク
の
軽
減
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
新
た
に
会
社
補
償
制
度
（
補
償
契
約
）
及
び
役
員
等
賠
償
責
任
保
険

契
約
に
か
か
る
規
律
が
整
備
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
企
業
の
財
務
状
況
が
健
全
な
場
合
に
つ
い
て
は
格
別
、
企
業
の
債
務
超
過
な
い
し
倒
産
局
面
に
お
い
て
は
、
取

締
役
に
対
す
る
十
分
な
保
護
機
能
を
果
た
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
評
価
を
前
提
と
す
る
。

　

比
較
対
象
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
、
従
業
員
の
未
払
賃
金
等
に
対
す
る
塡
補
責
任
を
中
心
に
、
取
締
役
が
第
三
者
と
の
関
係
で
相
応
の
個
人
責
任
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
て

い
る
も
の
と
評
価
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
過
剰
な
」
責
任
リ
ス
ク
が
実
務
上
の
弊
害
（
倒
産
企
業
の
取
締
役
の
一
斉
辞
任
）
を
も
た
ら
し
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
カ
ナ
ダ

の
倒
産
法
上
は
、
倒
産
企
業
の
取
締
役
が
負
う
べ
き
責
任
リ
ス
ク
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
法
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
倒
産
企
業
の
取
締
役
が
対
第
三

者
責
任
（
会
社
法
四
二
九
条
一
項
）
を
追
及
さ
れ
る
事
例
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ナ
ダ
法
の
立
場
を
参
考
に
、
当
該
責
任
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
倒
産
法
上
の
制
度

を
新
設
す
る
こ
と
も
考
慮
に
値
す
る
。
本
報
告
は
、
そ
の
よ
う
な
倒
産
法
上
の
制
度
と
し
て
、
取
締
役
の
損
害
賠
償
債
務
の
一
部
免
除
、
及
び
取
締
役
の
（
会
社
補
償
制
度
に
由

来
す
る
）
補
償
債
権
に
対
す
る
担
保
権
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
を

│
後
者
の
担
保
権
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
会
社
補
償
制
度
に
関
す
る
後
述
の
法
改
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に

│
試
み
る
。

　

ま
た
、
会
社
補
償
制
度
に
関
し
て
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
関
連
す
る
裁
判
規
範
の
存
在
も
相
俟
っ
て
、
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
と
の
関
係
で
も
会
社
補
償
制
度
が
一
定
の
役

割
を
果
た
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
取
締
役
の
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
に
起
因
す
る
賠
償
責
任
と
の
関
係
で
の
補
償
を
制
限
す
る
（
ま
た
、
確
定
判
決
に
基
づ

く
賠
償
金
の
支
払
と
和
解
金
の
支
払
と
を
同
列
に
扱
う
）
わ
が
国
の
現
行
の
会
社
補
償
制
度
は
、
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
と
の
関
係
で
十
分
な
保
護
機
能
を
果
た
し
得
る
も
の

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
本
報
告
は
、
そ
の
よ
う
な
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
と
の
関
係
で
会
社
補
償
制
度
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
の
法
改
正
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
、
併
せ

て
検
討
を
試
み
る
。

参
考
文
献

木
村
健
登
「
倒
産
局
面
に
お
け
る
取
締
役
の
責
任
リ
ス
ク
と
そ
の
軽
減
に
つ
い
て
（
一
）
〜
（
三
・
完
）」
中
央
学
院
大
学
法
学
論
叢
三
五
巻
二
号
二
七
頁
以
下
、
三
六
巻
一
号
三
五
頁
以
下
（
以

上
、
二
〇
二
二
年
）、
三
六
巻
二
号
八
七
頁
以
下
（
二
〇
二
三
年
）

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校

三
校
三
校

三
校
三
校
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ウ
　「
会
社
債
権
者
に
よ
る
会
社
経
営
者
に
対
す
る
個
人
責
任
追
及

─
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較
」

上
智
大
学
准
教
授
　
　
早
　
川
　
咲
　
耶

　

本
報
告
は
、
会
社
役
員
の
対
第
三
者
責
任
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較
を
通
じ
て
検
討
を
行
う
。
対
第
三
者
責
任
規
定
に
つ
い
て
判
例
・
多
数
説
は
、
最
高
裁
昭
和
四

四
年
大
法
廷
判
決
以
降
、
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
法
定
責
任
説
を
、
救
済
損
害
範
囲
に
つ
い
て
は
両
損
害
（
直
接
損
害
・
間
接
損
害
）
包
含
説
の
立
場
を
、
一
貫
し
て
採
用
し
て

き
た
。
こ
の
対
第
三
者
責
任
規
定
の
解
釈
は
、
そ
の
理
論
的
整
合
性
の
点
で
は
批
判
さ
れ
つ
つ
も
、
柔
軟
な
運
用
を
可
能
と
す
る
点
に
お
い
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。

　

対
第
三
者
責
任
規
定
は
比
較
法
的
に
珍
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
は
，
会
社
経
営
者
が
第
三
者
に
対
し
て
直
接
に
責
任
を
負
う
場
面
を
規
定
し
た
同
様
の
対
第

三
者
責
任
規
定
（
Ｌ
二
二
五
–
二
五
一
条
）
が
存
在
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
会
社
破
綻
時
に
お
け
る
対
第
三
者
責
任
規
定
に
基
づ
く
会
社
経
営
者
の
個
人
責
任
は
、
基
本
的
に
認
め
ら
れ
な
い
。
第
一
に
、
こ
の
会
社
経

営
者
の
対
第
三
者
責
任
の
認
定
要
件
に
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
理
論
由
来
の
「
職
務
か
ら
切
り
離
し
う
る
フ
ォ
ー
ト
」（les fautes séparables des fonctions

）
が
求
め
ら
れ
る
。
破

毀
院
は
、
会
社
経
営
者
の
行
為
が
、
経
営
者
と
し
て
の
職
務
行
為
の
範
囲
を
超
え
て
「
職
務
か
ら
切
り
離
し
う
る
フ
ォ
ー
ト
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
っ
て
、
当
該
経
営
者
は

第
三
者
に
対
し
直
接
に
個
人
責
任
を
負
う
と
し
た
。
第
二
に
、「
請
求
権
併
合
禁
止
原
則
」（le principe de non-cum

ul

）
と
い
う
判
例
法
理
に
よ
り
、
倒
産
時
に
お
け
る
Ｌ
二
二

五
–
二
五
一
条
に
お
け
る
会
社
経
営
者
へ
の
個
人
責
任
の
追
及
が
制
約
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
会
社
倒
産
の
場
合
に
会
社
役
員
に
対
す
る
特
別
責
任
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
責
任
は
通
常
民
事
責
任
に
優
先
す
る
。

　

即
ち
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
会
社
債
権
者
が
自
己
の
損
害
回
復
の
た
め
に
会
社
経
営
者
の
個
人
責
任
を
追
及
で
き
る
場
合
は
通
常
時
で
も
限
定
さ
れ
て
お
り
、
倒
産
処

理
手
続
場
面
に
お
い
て
は
更
に
そ
の
責
任
範
囲
が
制
限
さ
れ
る
。
会
社
経
営
破
綻
時
の
残
存
会
社
債
務
と
い
う
典
型
的
な
会
社
債
権
者
の
間
接
損
害
に
つ
い
て
、
日
本
法
と
異
な

り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
当
該
債
権
者
が
会
社
経
営
者
に
個
人
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

　

会
社
役
員
の
一
般
的
な
対
第
三
者
責
任
規
定
を
設
け
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
日
本
法
と
は
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
制
度
内
容
お
よ
び
運
用
に
は
大
き
く
異

な
る
点
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
比
し
て
、
日
本
法
で
は
、
会
社
経
営
者
の
会
社
債
権
者
に
対
す
る
個
人
責
任
が
相
当
広
く
認
め
ら
れ
る
制
度
運
用
と
な
っ
て
い
る
。
幅
広
い
会

社
債
権
者
の
救
済
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
一
定
の
評
価
を
な
し
う
る
が
、
他
方
で
会
社
役
員
の
個
人
責
任
の
範
囲
を
不
当
に
広
範
な
も
の
に
し
て
い
る
と
も
評
し
う
る
。

更
に
、
会
社
へ
の
任
務
懈
怠
を
根
拠
と
し
て
第
三
者
の
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
、
論
理
的
な
説
明
が
困
難
で
あ
る
。
対
第
三
者
責
任
規
定
の
解
釈
を
フ
ラ

ン
ス
法
と
比
較
し
つ
つ
検
討
を
行
い
た
い
。

参
考
文
献

早
川
咲
耶
「
会
社
債
権
者
に
対
す
る
会
社
役
員
の
責
任
（
一
）
〜
（
六
・
完
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
三
九
巻
三
号
二
五
四
頁
以
下
、
五
号
三
九
七
頁
以
下
、
七
号
六
六
〇
頁
以
下
、
九
号
八
二
五

頁
以
下
、
一
一
号
一
〇
七
九
頁
以
下
（
以
上
、
二
〇
二
二
年
）、
一
四
〇
巻
一
号
一
四
一
頁
以
下
（
二
〇
二
三
年
）

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校

三
校
三
校

三
校
三
校
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⑶
　
第
三
部
会

ア
　「
フ
ラ
ン
ス
の
新
株
発
行
規
制

─
既
存
株
主
の
利
益
の
保
護
と
資
金
調
達
の
機
動
性
の
確
保
」

亜
細
亜
大
学
講
師
　
　
小
　
倉
　
健
　
裕

　

フ
ラ
ン
ス
株
式
会
社
法
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
す
べ
て
の
株
式
会
社
は
新
株
を
発
行
す
る
た
め
に
特
別
株
主
総
会
の
決
議
を
要
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
取
締

役
会
へ
の
権
限
委
譲
が
可
能
。
上
場
会
社
で
は
、
代
表
機
関
へ
の
復
委
譲
も
可
）。
第
二
に
、
株
式
の
内
容
と
し
て
新
株
の
優
先
引
受
権
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
特
別
総
会
の
決
議

が
な
い
限
り
、
株
主
割
当
て
が
新
株
割
当
て
の
原
則
的
方
式
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
の
前
半
ま
で
に
確
立
さ
れ
、
一
九
六
六
年
七
月
二
十
四
日
の
商
事
会
社
法
に
お
い
て
完
成
を
み

た
こ
れ
ら
二
つ
の
原
則
は
、
そ
の
後
、
国
際
化
す
る
金
融
市
場
に
対
応
す
る
た
め
の
柔
軟
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
い
ま
な
お
既
存
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
中
心
的
原
理
と

し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
（
フ
ラ
ン
ス
商
法
典L

. 225-129

条
以
下
）。

　

本
報
告
で
は
、
そ
の
よ
う
に
既
存
株
主
の
利
益
保
護
を
出
発
点
と
し
た
新
株
発
行
規
制
の
法
制
に
お
い
て
、
企
業
の
資
金
調
達
の
便
宜
が
ど
こ
ま
で
は
か
ら
れ
て
い
る
の
か
を

確
認
し
た
い
。

　

法
の
実
践
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
の
は
、
定
時
株
主
総
会
の
機
会
の
利
用
で
あ
る
。
取
締
役
会
は
、
株
主
割
当
て
、
公
募
、
私
募
な
ど
各
種
方
式
の
発
行
に
必
要
な
授

権
を
一
年
ま
た
は
二
年
ご
と
に
特
別
総
会
か
ら
受
け
る
（
増
資
を
実
施
す
る
こ
と
の
権
限
移
譲
の
決
議
と
、
新
株
優
先
引
受
権
を
各
種
割
当
方
式
の
発
行
の
た
め
に
除
去
す
る
決

議
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
。
一
年
ま
た
は
二
年
ご
と
と
は
、
権
限
委
譲
の
有
効
期
間
の
法
定
の
上
限
）。
こ
の
よ
う
な
実
務
を
前
提
に
、
増
資
ま
た
は
新
株
引
受
権
の
除

去
の
決
議
に
は
取
締
役
会
お
よ
び
会
計
監
査
役
の
報
告
義
務
（
増
資
の
理
由
、
新
株
優
先
引
受
権
除
去
提
案
の
理
由
、
発
行
価
額
の
根
拠
を
含
む
）
が
課
さ
れ
、
さ
ら
に
、
現
に

効
力
を
有
す
る
権
限
委
譲
の
一
覧
表
が
定
時
総
会
に
提
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
株
発
行
の
決
定
過
程
で
の
機
動
性
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

発
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
程
度
に
わ
た
る
か
（
実
際
に
行
わ
れ
た
発
行
の
情
報
は
公
開
さ
れ
た
目
論
見
書
の
記
載
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
）。
株
主
の
新
株
優
先
引
受
権

が
維
持
さ
れ
る
場
合
（
株
主
割
当
て
）
に
は
、
こ
の
権
利
の
存
在
を
知
ら
せ
て
行
使
の
機
会
を
保
障
す
る
通
知
ま
た
は
公
告
を
権
利
行
使
期
間
（
五
取
引
日
以
上
）
の
末
日
の
十

四
日
前
ま
で
に
行
う
こ
と
を
要
す
る
。
諸
手
続
を
合
わ
せ
る
と
、
権
限
あ
る
機
関
に
よ
る
発
行
の
実
施
の
決
定
か
ら
完
了
ま
で
に
は
一
か
月
弱
を
要
す
る
。

　

新
株
優
先
引
受
権
が
除
去
さ
れ
た
発
行
で
は
、
株
主
の
た
め
の
通
知
・
公
告
は
不
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
公
募
に
当
た
る
場
合
に
目
論
見
書
の
作
成
は
必
要
）、
機
関
に
よ
る
発

行
の
決
定
か
ら
完
了
ま
で
は
十
日
程
度
で
あ
る
。
私
募
の
場
合
に
は
さ
ら
に
短
期
で
の
実
現
も
可
能
と
さ
れ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
面
で
も
機
動
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

引
受
人
を
指
名
し
て
発
行
を
行
う
に
は
、
当
該
引
受
人
の
指
名
は
特
別
総
会
の
権
限
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
株
主
総
会
を
招
集
す
る
た
め
の
時
間
と
費
用
と
が
余
分
に
必
要
と

な
る
。

参
考
文
献

拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
株
式
会
社
法
に
お
け
る
株
主
の
新
株
引
受
権
を
中
心
と
し
た
新
株
発
行
の
規
制
（
一
）（
二
・
完
）」
早
稲
田
法
学
会
誌
六
九
巻
一
号
一
四
五
頁
（
二
〇
一
八
年
）、
二
号
一
〇

五
頁
（
二
〇
一
九
年
）

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校

三
校
三
校

三
校
三
校
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イ
　「
取
締
役
の
経
営
判
断
に
係
る
責
任
の
一
考
察

─
ド
イ
ツ
株
式
会
社
法
か
ら
の
示
唆
」

東
北
学
院
大
学
准
教
授
　
　
内
　
藤
　
裕
　
貴

　

本
報
告
で
は
、
ド
イ
ツ
株
式
会
社
法
に
お
け
る
経
営
判
断
原
則
の
議
論
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
取
締
役
の
経
営
判
断
に
係
る
責
任
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

取
締
役
は
、
会
社
ひ
い
て
は
株
主
の
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
に
常
に
何
か
し
ら
の
経
営
判
断
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
取
締
役
に
よ
る
経
営
判
断
の
「
善
し
悪
し
」
は
、

事
後
的
に
し
か
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
取
締
役
は
経
営
判
断
の
失
敗
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
へ
の
お
そ
れ
か
ら
、
会
社
の
利
益
最
大
化
の
た
め
に
必
要
な
リ

ス
ク
テ
イ
ク
を
回
避
す
る
嫌
い
が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
等
に
鑑
み
て
、
米
国
法
に
お
い
て
は
、
利
害
関
係
の
な
い
会
社
役
員
に
よ
る
経
営
判
断
に
つ
い
て
法
令
違
反
の
事
実
が

な
い
限
り
、
裁
判
所
は
事
後
的
に
そ
の
是
非
に
つ
い
て
審
査
し
な
い
と
い
う
経
営
判
断
原
則
（business judgm

ent rule

）
が
判
例
法
理
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
営
判
断
原
則
は
、
米
国
法
由
来
の
法
理
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
継
受
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
経
営
判
断
原
則
は
、

一
九
九
七
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
に
よ
り
判
例
法
理
と
し
て
受
容
さ
れ
た
後
に
、
二
〇
〇
五
年
に
ド
イ
ツ
の
株
式
会
社
法
に
あ
た
る
株
式
法
（A

ktiengesetz

）
の
改
正
に
よ

り
、
株
式
法
九
十
三
条
一
項
二
文
に
「
取
締
役
構
成
員
が
、
企
業
家
的
決
定
に
お
い
て
適
切
な
情
報
を
基
礎
と
し
て
会
社
の
福
利
の
た
め
に
行
為
し
た
と
合
理
的
に
認
め
ら
れ
る

場
合
、
義
務
違
反
は
な
い
」
と
の
文
言
が
新
た
に
挿
入
さ
れ
、
法
規
定
と
し
て
明
文
化
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
株
式
法
九
十
三
条
一
項
二
文
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に

は
、
①
企
業
家
的
決
定
で
あ
る
こ
と
、
②
誠
実
で
あ
る
こ
と
、
③
特
別
の
利
益
か
つ
不
適
切
な
影
響
力
な
く
し
て
行
為
し
た
こ
と
、
④
会
社
の
福
利
の
た
め
に
行
為
し
た
こ
と
、

お
よ
び
、
⑤
適
切
な
情
報
に
基
づ
い
て
行
為
し
た
こ
と
の
各
要
件
が
充
足
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
要
件
の
充
足
に
係
る
立
証
責
任
は
取
締
役
構
成
員
側
が
負
担
す
る
。

　

本
報
告
で
は
、
株
式
法
九
十
三
条
一
項
二
文
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
し
、
前
述
の
各
要
件
が
柔
軟
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
議
論
や
株
式
法
九

十
三
条
一
項
二
文
の
立
法
過
程
を
踏
ま
え
た
上
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
取
締
役
の
経
営
判
断
に
係
る
責
任
の
議
論
に
つ
き
、
新
た
な
示
唆
を
提
示
す
る
。

参
考
文
献

内
藤
裕
貴
「
経
営
判
断
原
則
の
再
考

│
ド
イ
ツ
に
お
け
る
経
営
判
断
原
則
の
立
法
化
を
中
心
と
し
て
（
一
）
〜
（
三
・
完
）」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
一
五
三
号
二
一
九
頁
以
下
、
一

五
四
号
一
八
三
頁
以
下
、
一
五
五
号
二
二
五
頁
以
下
（
以
上
、
二
〇
一
五
年
）、
同
「
利
益
相
反
取
引
と
利
益
相
反
の
な
い
取
締
役
に
対
す
る
経
営
判
断
原
則
の
適
用

│
ド
イ
ツ
株
式
法
に
お

け
る
経
営
判
断
原
則
を
巡
る
議
論
を
契
機
と
し
て
」
早
稲
田
法
学
会
誌
六
七
巻
一
号
三
一
七
頁
以
下
（
二
〇
一
六
年
）、
同
「
取
締
役
に
よ
る
法
解
釈
を
要
す
る
業
務
執
行
と
そ
の
責
任

│
ド

イ
ツ
株
式
会
社
法
の
議
論
を
手
掛
か
り
に
」
東
北
学
院
法
学
八
〇
号
七
一
頁
以
下
（
二
〇
一
九
年
）

六
校
六
校

六
校
六
校

五
校
五
校

五
校
五
校

四
校
四
校

四
校
四
校

三
校
三
校

三
校
三
校
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ウ
　「
商
号
続
用
責
任
規
定
の
比
較
法
的
再
検
討

─
米
国
の
企
業
承
継
者
責
任
論
の
分
析
に
示
唆
を
得
て
」

宮
崎
産
業
経
営
大
学
教
授
　
　
仲
宗
根
　
京
　
子

　

会
社
分
割
や
事
業
譲
渡
は
事
業
資
産
（
ひ
い
て
は
事
業
）
の
移
転
を
要
素
と
す
る
事
業
再
編
行
為
等
で
あ
り
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
と
り
わ
け
会
社
債
権
者
）
と
の
利
益
調

整
を
、
ど
の
よ
う
に
法
制
度
と
し
て
設
計
し
て
い
く
べ
き
か
が
問
題
と
な
り
、
詐
害
的
会
社
分
割
・
事
業
譲
渡
に
つ
い
て
商
号
続
用
要
件
を
不
要
と
す
る
こ
と
に
よ
り
保
護
範
囲

を
拡
大
し
た
平
成
二
六
年
改
正
法
（
会
社
法
七
五
九
条
四
項
・
七
六
一
条
四
項
・
七
六
四
条
四
項
・
七
六
六
条
四
項
・
二
三
条
の
二
、
商
法
一
八
条
の
二
）
を
備
え
て
も
、
な
お

保
護
さ
れ
な
い
領
域
が
残
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
点
、「
詐
害
性
」
の
解
釈
論
な
ど
に
よ
り
妥
当
な
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
優
れ
た
先
行
研
究
も
多
数
存
在
す
る
が
、
こ
の
改
正
法
の
効
果
が
承
継
資
産
の
限
度
に
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
含
め
て
、
保
護
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
更
な
る
検
討
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。
ま
た
、「
法
人
格
否
認
の
法
理
」
な
ど
の
一
般
法
理
と
と
も
に
「
商
号
続
用
責
任
規

定
」（
会
社
法
二
二
条
、
商
法
一
七
条
）
の
守
備
範
囲
は
残
る
と
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
要
件
論
に
は
様
々
な
疑
義
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
各
州
の
判
例
法
な
い
し
制
定
法
上
の
資
産
譲
渡
に
お
け
る
「Successor L

iability

」（
企
業
承
継
者
責
任
論
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
優
れ
た
先
行
業
績
が
多
数
存
在
す

る
が
、
そ
の
殆
ど
が
不
法
行
為
領
域
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
拙
稿
（
参
考
資
料
）
で
は
、
同
法
理
が
契
約
債
権
に
も
適
用
が
あ
る
こ
と
を
判
例
や
論
稿
か
ら
検
証

し
た
。
ま
た
、
平
成
二
六
年
改
正
法
がFraud
に
相
当
し
得
る
も
の
だ
と
し
て
、
そ
れ
以
外
に
も
ア
メ
リ
カ
に
は
、
日
本
の
商
号
続
用
責
任
規
定
の
趣
旨
を
め
ぐ
る
各
説
と
近
似

し
た
様
々
な
法
理
が
存
在
し
、
一
方
で
、
同
規
定
の
趣
旨
は
、
沿
革
か
ら
の
外
観
法
理
説
に
収
束
す
べ
き
も
の
と
は
必
ず
し
も
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
研
究
報
告
で
は
、「Successor L

iability
」
に
つ
い
て
の
議
論
を
参
考
に
、
異
な
る
法
主
体
か
ら
企
業
資
産
を
承
継
し
た
企
業
体
が
、
前
者
に
帰
属
す
べ
き
債
務
を

承
継
す
る
場
合
を
規
律
す
る
「
企
業
承
継
者
責
任
論
」
の
体
系
を
想
定
し
た
中
に
位
置
づ
け
て
、
商
号
続
用
責
任
規
定
の
債
権
者
保
護
手
段
と
し
て
の
合
理
性
を
再
検
証
し
、
契

約
債
権
と
不
法
行
為
債
権
な
ど
の
債
権
の
性
質
お
よ
び
承
継
し
た
企
業
体
の
属
性
（
分
割
会
社
や
譲
渡
企
業
と
の
同
一
性
な
ど
）
に
よ
り
類
型
化
し
た
上
で
、
疑
義
の
あ
る
要
件

効
果
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
施
し
て
商
号
続
用
責
任
規
定
を
活
用
す
る
こ
と
（
立
法
論
）
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
過
去
数
十
年
に
わ
た
る
企
業
承
継
者
責
任
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
各
州
お
よ
び
連
邦
の
主
要
な
判
例
資
料
や
関
連
す
る
制
定
法
、
お
よ
び
論
稿
に
基
づ
き
、
企
業

承
継
者
責
任
を
基
礎
づ
け
る
様
々
な
法
理
が
、
ど
の
よ
う
な
趣
旨
・
要
件
効
果
論
の
も
と
に
構
築
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
事
例
に
適
用
さ
れ
て
き
た
か
の
分
析
を
行
い
、
日
本
に
お

い
て
は
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
性
の
補
充
が
必
要
か
を
分
析
し
、
現
行
規
定
の
射
程
範
囲
あ
る
い
は
要
件
の
見
直
し
に
示
唆
を
得
た
い
と
考
え
る
。
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